


精神科救急・急性期看護　教育カリキュラム
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精神科看護学 歴史と今日的課題　看護倫理　援助論　看護過程 2

精神機能論Ⅰ 知覚　意識　思考　情緒　認知 1

精神機能論Ⅱ 精神機能発達論 1

人間関係論 人間関係　対人関係論 1

看護理論 理論の基礎概念　理論の発達史 1

看護倫理 インフォームド・コンセント　患者の人権 1

看護研究 目的　方法　論文作成　文献検索　情報処理　研究指導 2

看護サービス論 看護管理　看護サービス 1

リーダーシップ論 職場のリーダーシップ 1

教育論 教育原理　指導方法論 2

グループアプローチ論 グループ理論　体験過程 2

コンサルテーション論 コンサルテーション　リエゾン活動 1

精神疾患論 精神医学診断分類と症状論 1

精神薬理学 向精神薬と副作用の管理 1

家族システム論 システム理論と家族療法 1

精神科看護 実践事例検討 2

社会福祉論 社会福祉論 1

地域精神科看護論 地域生活支援　ケアマネジメント 1
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精神科救急・急性期看
護概論

精神科救急・急性期における看護者の役割と機能について学ぶととも
に、救急体制とそのシステムを理解する。

1

精神科救急・急性期看
護対象論

危機的状況における患者および精神科救急・急性期における精神症状
や状態像を学び、急性期の患者への理解を求める。

1

精神科救急・急性期看
護援助論

精神科救急・急性期における患者および家族に対する看護援助の特徴
について学ぶとともに、危機的状況、意識障害、自傷・他害等の問題
行動、物質常用障害等に関する理解を深め、それぞれの状況に対する
援助技術を修得する。

1

文献学習

危機的状況、意識障害、問題行動、物質常用障害等の
患者に対する看護について文献を検討し、実習計画書
の提出時に最低10文献のリストを含むレポートを提出
する。

7精神科救急・急性期看
護実習

実　　習
危機的状況にある患者、意識障害のある患者、問題行
動のある患者、物質常用障害の患者等救急・急性期の
患者に対する看護について継続検討する。

専門学会発表
上記実習において、継続的に援助を行った事例を事例
研究にまとめ、学会発表までのプロセスを体験する。

　　　　　　　　　　　　　　　総時間数　　　　604時間
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